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MASCOTを用いたリュウグウ反射スペクトルの推定

Reflectance estimation of asteroid Ryugu using MASCOT
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　小惑星探査機「はやぶさ２」は、C型小惑星「リュウグウ」からのサンプルリターンを目的とする探査機で

ある。2018年6月27日、はやぶさ２は目標天体である小惑星リュウグウに到着し、現在も様々な観測が行われ

ている。はやぶさ２には3つの光学航法カメラ(ONC)が搭載されており、そのうちの望遠カメラ(ONC-T)に

よって分光観測を行い、リュウグウ表面の反射スペクトルを取得した。これによってリュウグウ表面の物質分

布や風化度合いなどを知ることができる。現在のONC-Tの感度はフラックスが既知の恒星を観測することで求

められているが、不確定性が大きい。そこではやぶさ２に搭載されている小型ランダのMASCOTを用いて

リュウグウの反射スペクトルを求める。 

　MASCOTには広角カメラ(MASCAM)、分光顕微鏡(MicrOmega)、熱放射計(MARA)、磁力計(MASMAG)が搭

載されており、リュウグウ表面の鉱物の組成や特徴などを調査することができる。MASCOT上面は白色で、は

やぶさ２から切り離されてリュウグウ表面に着地後、ONC-Tでその白色面が撮像されている。ま

た、MASCOT白色面と同じ塗料が塗られている反射プレートの反射率測定を行い、反射率の値を取得してい

る。本発表では、撮像されたMASCOT白色面の信号値と、反射プレートの反射率の値を比較することでリュウ

グウの反射スペクトルを求め、その妥当性を評価した。
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